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1 はじめに 

本懇話会は、新庁舎建設の推進に当たり、現庁舎が抱える問題点の抽出と、市民  

目線から見た新庁舎に求める機能について、平成 24 年 10 月から平成 25 年１月  

までの間に計 5 回にわたり研究・検討した。 

最初に庁舎の現状を把握するため、庁舎内の見学を実施し、懇話会委員が実際の 

現場で感じた問題点を洗い出すとともに、未来の市役所に求めるもの、市庁舎のある

べき姿を検討した。 

次に市内在住の 2,000 人を対象に行った「新庁舎建設市民アンケート調査」の結

果を分析し、幅広い観点からの意見を取り込むことで、本懇話会における内容をより

客観性の高いものとした。 

また、最近の傾向をつかむため、近年の近郊における庁舎建設の先進事例を研究し、

実際に視察も行った。 

以上の研究・検討の結果について、最終的に「大垣市新庁舎へ求める機能に係る  

検討報告書」としてまとめ、提出するものである。 

 

2 現庁舎の問題点について 

新庁舎へ求める機能を検討する前提として、現庁舎の問題点を洗い出した結果は、

以下のとおりである。 

防災機能について 

・現庁舎そのものの耐震性が低く、災害対策本部を設置する建物として問題がある。

また、緊急対応可能な常設の防災設備が不十分である。 

・災害時における災害対策本部と現地対策本部間での連絡を電話や FAX だけに頼っ

ており、情報伝達手段として不十分である。 

 

施設の狭隘化について 

・部署間での情報共有の不足が生じている。 

・目的別（ライフイベント別）での窓口設置になっていない。 

・部署名を記載してあるサインシステムはわかりにくい。 

・本庁にあるべきサービスと本庁外に移設するべきサービスの分類化が図られていな

い。 

 

プライバシーについて 

・市民からの相談時において専用の相談スペースが不足しており、相談内容によって

は、個人のプライバシーが守られていない。 
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多目的利用について 

・観光施設やイベントを開催する機能を備えた一般の方々が利用できるような建物 

構造になっていない。 

・古い施設であるため、今日的なユニバーサルデザイン化という方向での改修が困難

である。 

 

３ 新庁舎に求める機能について 

市役所は、多様化する市民ニーズに総合的かつ効率的に対応し、市民サービスの 

向上と効率的な行政運営を実現するための基盤になるべきものである。 

よって、現庁舎の問題点を踏まえたうえで、この先、半世紀にわたり、我々、市民

の生活を支えていく未来の新庁舎のあるべき姿として必要な機能は、以下のとおり 

であると考える。 

 

安全性について 

災害時には市庁舎において災害対策本部を設置し、情報収集、指揮命令機能の中心

となることから、高い耐震性、非常時の自立性を持つとともに、現地対策本部と迅速

な情報交換を可能とする機能を持ち合わせた建物とする。 

また、個人情報保護や情報漏洩防止の強化に向けセキュリティを高くし、相談時等

における個人のプライバシー保護に対応した建物とする。 

 

利便性について 

年齢や障がいの有無などにかかわらず、誰にでもわかりやすく、移動しやすく、  

利用しやすいユニバーサルデザインを基本とした建物とする。特に、市民の受付窓口

にあっては、ライフイベントにあった目的別のフロアーレイアウトなど人に優しい 

建物とする。 

また、現在ある市民サービスセンターの更なる設置など、市全体を一体的にとらえ、

市役所を中心とした市民サービスの構築を検討していく。 

 

効率性について 

情報化時代に対応する設備を配備できるよう努めるとともに、事務量の増加や多様

化する市民ニーズに対応できる建物とする。業務効率化のためにも、そこで働く職員

が快適に利用でき、組織間での横断的な情報共有ができるスペースの設置など柔軟な

機能を持たせる建物とする。 
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その他 

建築経費については冗費を排除しつつ、永い将来に渡って利用できる長寿命化に配

慮するとともに、多くの市民の理解が得られ、誇りとなるような市のシンボル的な機

能を実現することも併せて検討する。また、市民の多様な需要に対応するため、1 つ

のスペースに拡張性と多機能性を持たせるなど創意工夫した建物とする。 

 

４ おわりに 

本庁舎は、現在、築48年が経過しており、老朽化している上に、平成7年から8年

にかけて実施された耐震診断結果においては、耐震性が低いと判断され、防災拠点施

設として十分な役割を果たすことは困難であると言える。 

また、鉄筋コンクリート造による建物の一般的な使用期間が約50年といわれるな

か、他市の事例をみても新庁舎建設までには多くの経費と時間を要している。そのた

め、時間的な猶予は多いとは言えない状況にある。今後、新庁舎建設に向けた基本構

想、基本計画策定などにおいては、市民からの意見を反映・集約しながら、更に深く

検討を重ねていく必要性が極めて高く、今後も着実で計画的な新庁舎建設推進を切に

期待する。 

最後に、災害に強い新庁舎建設と併せて、市政全般においても魅力ある都市の実現

を目指し、市民が誇れるまちづくりをお願いしたい。 

 

５ 検討経過 

（1）第 1 回大垣市新庁舎建設市民懇話会 

と き  平成 24 年 10 月 16 日（火） 10:00～11:00 

ところ  市役所本庁 3 階 合同委員会室 

議 題  ・市長挨拶    ・懇話会での検討事項について 

  ・委員委嘱    ・懇話会への依頼事項について 

   ・会長、副会長選任について  ・現庁舎の現況について 
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（2）第 2 回大垣市新庁舎建設市民懇話会 

と き  平成 24 年 11 月 26 日（月） 10:30～11:40 

ところ  市役所本庁 2 階 第 1 会議室 

議 題  ・現庁舎における問題点の抽出について 

    庁舎内見学について 

    問題点の整理について 

   ・新庁舎に求める機能について 

 

 

 

 

 

 

 

（3）第 3 回大垣市新庁舎建設市民懇話会 

と き  平成 24 年 12 月 17 日（月） 9:30～10:30 

ところ  市役所本庁 2 階 第 1 会議室 

議 題  ・市民アンケート調査の報告について 

   ・先進地に学ぶ新庁舎について 

   ・大垣市新庁舎へ求める機能に係る検討報告書について 

 

 

 

 

 

 

 

（4）第 4 回大垣市新庁舎建設市民懇話会 

と き  平成 25 年１月１１日（金） 13:00～15:30 

ところ  刈谷市庁舎 先進地視察 

議 題  ・先進地に学ぶ新庁舎について 

・大垣市新庁舎へ求める機能に係る検討報告書について 
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（5）第 5 回大垣市新庁舎建設市民懇話会 

と き  平成 25 年 1 月 29 日（火） 10:00～11:00 

ところ  市役所本庁 2 階 第 1 会議室 

議 題  ・大垣市新庁舎へ求める機能に係る検討報告書について 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 添付資料 

（1）大垣市新庁舎建設市民懇話会設置要綱 ···························資料№1 

 

（2）大垣市新庁舎建設市民懇話会委員名簿 ···························資料№2 

 

（3）会議録（要約） ···············································資料№3 

 

 

  

  



資料№1 

6 

 

大垣市新庁舎建設市民懇話会設置要綱 

 

 （設置） 

第１条 大垣市新庁舎を建設するに当たり、必要な事項を検討するとともに、市

民の意見及び提案を反映させるため、大垣市新庁舎建設市民懇話会（以下「懇

話会」という。）を設置する。 

  

 （所掌事務） 

第２条 懇話会は、次に掲げる事項について調査・研究を行う。 

 ⑴ 新庁舎建設の基本計画に関すること。 

 ⑵ 新庁舎の機能に関すること。 

 ⑶ 新庁舎の規模及び形態に関すること。 

 ⑷ その他新庁舎建設に必要な事項 

 

 （委員） 

第３条 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

 ⑴ 学識経験者  

 ⑵ 市民団体等の代表者 

 ⑶ 市民公募による者 

 ⑷ その他市長が必要と認める者 

 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、調査・研究について市長へ報告を行う時までとする。 

 

 （組織等） 

第５条 懇話会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長は委員の互選によって定め、副会長は委員の中から会長が指名する。 

３ 会長は、懇話会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職を代理する。 

 



資料№1 

7 

 

 （会議） 

第６条 懇話会の会議は、会長が招集し議長となる。ただし、委員の委嘱後最初

の会議は、市長が招集する。 

２ 会長は、必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、説明及び意

見を聴くことができる。 

 

 （庶務） 

第７条 懇話会の庶務は、総務部契約課において処理する。 

 

 （委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、懇話会に関し必要な事項は、会長が定め

る。 

 

   附 則 

この要綱は平成２４年８月１０日から施行する。 


























































